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ポジティブワードで
世界が変わる

DEレポート No. ４２

「DEレポート」とは、環境やSDGsに係る社会問題を取り上げ、原因・背景から解決に向けた施

策事例や将来の展望までを調査しコンパクトにまとめた報告書です。脱炭素経営ドットコムを

運営する株式会社電巧社では、全従業員が本レポートの作成に取り組んでいます。

By DENKOSHA



1(c) DENKOSHA Corporation

■ 社会問題

子供の自己肯定感の低下が深刻

⚫ 日本の子供の自己肯定感が低下している

⚫ ソーシャルメディアと比較文化、過度な競争とパフォーマンスプレッシャー、大人の影響が起因

⚫ 特に親からネガティブな言葉をかけられることによって、自己の価値や自信などを見失う

⚫ 良い対人関係を築くことが難しくなり、薬物依存、自殺などの社会問題へ繋がってしまう

■ 自己肯定感 「諸外国比較」

出典：内閣府

■ ネガティブな言葉の子供への影響

出典：男女共同参画局

ポジティブワードの人間以外の物への事例も



2(c) DENKOSHA Corporation

■ 人間以外の事例

食物、植物へのポジティブワードをかけ続けると…

⚫ 幼いころ「物を大切にしなさい」と言われてきた経験があると思うが、実際、無機質な物にでも大事に扱ったり、声掛けをする事

で故障をしにくくなる事があるらしい

⚫ 他事例として食物、植物に対してポジティブワードをかけ続けていくことで、食物は痛むまでの期間が延びたり、植物は枯れる

までの期間が延びた事例がある

⚫ 人間以外にもポジティブワードには力があると考えられる

■ 食物の事例 「バナナ」

「プラス言葉とマイナス言葉の紙を貼り付け」

出典:村田ボーリング技研株式会社

■ 植物の事例

「ポジティブワードとネガティブワードをループ再生」

出典： ＰＲ ＥＤＧＥ

ポジティブワードを子供たちへかけ続けることで…



3(c) DENKOSHA Corporation

■ 世界平和の未来へ

自己肯定感が上がれば世界平和につながる

⚫ 自己肯定感を高めた子供達が成長し、SDGｓ課題を積極的に解決する担い手になることが期待され、課題解決を進める事に

よって世界が良い方向へと変わっていく

⚫ ポジティブな言葉をあらゆるものにかけることによって、植物が豊かになり、食物も増えていき、人間皆が、ポジティブワードを

意識することで争いごとが無くなり世界平和へ繋がる

■ ポジティブワード事例

出典：著者作

■ 笑顔が増えて世界平和

出典：ＮＰＯ法人ありがとう協会

未来は争いごとが無くなり世界平和へ

「大丈夫！」「楽しもう！」
「ありがとうございます！」
「私は運がいい！」「感謝です！」
「がんばったね」「何とかなる！」
「今日はいい日になる！」
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■ 参照・引用資料

⚫ 本レポートに掲載された内容は作成日における情報に基づくものであり、予告なしに変更される場合があります。

⚫ 本レポートに掲載された情報の正確性・信頼性・完全性・妥当性・適合性について、いかなる表明・保証をするものではなく、一切の責任又は義務を負わないものとします。

⚫ 本レポートの配信に関して閲覧した方が本レポートを利用したこと又は本レポートに依拠したことによる直接・間接の損失や逸失 利益及び損害を含むいかなる結果についても責任を負いません。

⚫ 本レポートに関する知的所有権は株式会社電巧社に帰属し、許可なく複製、転写、引用等を行うことを禁じます。
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https://de-denkosha.co.jp/datsutanso/

脱炭素経営とは、再生可能エネルギーを創る「創エネ」、使う電気を減

らす「省エネ」、創った電気を貯める「蓄エネ」を うまく活用し、会社・事業

で排出する温室効果ガス「0」を目標にする経営のこと。

中小企業の私たちにも、できる取り組みが沢山あることを伝えたい。

このような想いで、 90年以上「電気」に向き合ってきた電巧社ならでは

のアイデアが詰まった創エネ、省エネ、蓄エネのソリューションをお伝えで

きる情報を、当サイトで発信しております。

DEレポートに関するお問い合わせ先はこちらへ
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